
JDA-DATしが
～能登半島地震災害支援活動を通して～

公益社団法人 滋賀県栄養士会

JDA-DATリーダー 澤谷 久枝

2025.1.16 滋賀県公衆衛生学会



テーマ

ＪＤＡ－ＤＡＴの概要

能登半島災害支援の活動報告

平時の活動

今後に向けて













テーマ

ＪＤＡ－ＤＡＴの概要

能登半島災害支援の活動報告

平時の活動

今後に向けて



１ 日本栄養士会のこれまでの対応（1月4日 11:00時点）
●JDA-DAT先遣隊派遣（1月2～3日）

石川県健康推進課、石川県栄養士会、厚生労働省健康課栄養指導室との協議（1月2日）
●日本栄養士会災害対策本部の設置（1月2日 20:30設置）
●石川県保健医療福祉調整本部及び石川県栄養士会と連携し、
特殊栄養食品ステーションの設置（乳幼児、高齢者、病者など要配慮者向け食品）
（1月3日 13:30 七尾市内の認定栄養ｹｱ･ｽﾃｰｼｮﾝに設置）

●JDA-DAT号の配備（1月3日 13:30 七尾市内に配備）

●災害対策本部及び保健医療調整本部との調整により、
公立能登総合病院（DMAT拠点）へ液体ミルク搬入。
能登半島北部地区で液体ミルクを要する避難所へは

DMATチームに持参依頼。
●賛助会員等企業への支援物資の提供依頼と搬送等調整（1月4日）

公益社団法人日本栄養士会 災害支援チーム（JDA-DAT）
令和6年能登半島地震での栄養・食支援活動

日本栄養士会災害支援チーム（JDA-DAT）は、保健医療活動チームの一組織として、
多職種チームとの連携協働、及び管理栄養士等行政栄養関係者の関与の下、地域や避難
所の実情を十分に考慮した栄養・食支援活動を継続的に実施することを責務とする。

特殊栄養食品ステーション

DMAT物資調整チームとの連携

第一報



フェーズに応じた栄養・食生活支援活動

JDA-DAT号 まがたま等の
キッチンカー

トレーラーハウス（案）

1次避難所 1.5次避難所 2次避難所

順次移行

物資搬送 クックチル・レトルト食品等の再加熱中心・宅配弁当等 一部調理

専用車
両を使
用した
食事提
供（案）







いしかわ総合スポーツセンター
（金沢市） 【第一陣】2月26日～3月 1日

JDA-DATリーダー1名



いしかわ総合スポーツセンターでの食支援

1.5次避難所
約230のテント
9割の方が高齢者
食事は、県から提供

一時待機ステーション
特別養護老人ホームや
介護老人保健施設レベルの方が対象
約80食の食事を栄養士会が提供



いしかわ総合スポーツセンターでの食支援

+

舌で押しつぶしができる方のお食事
（2月26日）

提供準備の様子





キッチンカーを利用しての再加熱風景 スチコンで再加熱し、保温ボックスで保管

お弁当も
再加熱





• 石川総合スポーツセンター内での要配慮者に対する食事提供
• にちまが災害支援プロジェクトの運用

1.5次避難所の食事提供サービス・栄養相談

• 能登半島北部の七尾市を拠点として、七尾市、輪島市。能登町、志賀町、穴
水市、珠洲市等を行政栄養士の指示のもと巡回栄養相談

能登半島北部の避難所巡回栄養相談及び物資搬送

• 特殊栄養食品ステーションを金沢市の石川県栄養士会事務局に設置。また、
七尾市駅前のパトリア内の認定栄養ケア・ステーションＫＹＥ栄養相談室にサ
テライト設置。

• 特殊栄養食品を中心に嚥下調整食、食物アレルギー対応食品等を搬送提供

特殊栄養食品ステーションによる物資の提供

令和6年度能登半島地震でのＪＤＡ－ＤＡＴの主な活動内容



珠洲市
【第一陣】2月26日～3月 1日

JDA-DATリーダー2名



珠洲市での支援チーム

日本栄養士会から中村会長と下浦専務理事、
七尾市拠点担当の橋本コーディネーター

他府県のJDA-DATメンバーと
行政栄養士チーム







穴水町
【第二陣】3月14日～3月18日

JDA-DATリーダー1名

スタッフ1名



穴水町健康医療福祉調整本部
活動拠点

9:00と15:30に毎日全体ミーティング
多職種間の情報共有を行う。

※DHEAT：行政職(他府県、市町)

都道府県及び政令. 指定都市の職員によって組
織される災害時健康危機管理支援チーム。

活動の拠点としている。

（DHEAT、JDA-DAT、穴水町職員）



避難所巡回の様子(3日間で避難所13か所、個別対応6件)
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今後に向けて

・滋賀県、特に行政栄養士との連携強化
・圏域ごとのリーダー・スタッフの養成（目標80名）
・多職種団体との合同訓練・研修会の実施



能登の方々が一日も早く
普段の生活に戻れますようにお祈りいたします。


